
特許を書いてみる

０、内容
•特許の概要と特許検索方法を学ぶ。
•特許ネタを考える。
•特許庁見学

特許庁の役割と特許庁審査官の仕事について学ぶ。
•特許事務所見学

６、実際に書いてみる
特許ネタとして、船体の抵抗低減技術として有用である気泡（マイクロバブル）発生による摩擦抵抗低減方
法を挙げる（ 児玉ほか、造船学会論文集を参考）。

・気泡発生による抵抗低減技術の概要
水の粘性により壁面が周囲の水を引き摺ることで摩擦抵抗が生じるが、
壁面近傍の境界層中に気泡を注入することで壁近傍のボイド率が高まり、
摩擦抵抗が低減される。

８０８５２ 瀬出井 優

１、特許とは
発明・・・目に見えない思想・アイデア

→物理的占有が出来ず、盗まれる可能性
→制度による保護が必要

特許法特許法特許法特許法
“発明の保護及び利用を図ることにより、

特許事務所の役割と弁理士の仕事について学ぶ。
•明細書の書き方について学ぶ。
•考案したネタで実際に明細書を書いてみる。

気泡発生による摩擦抵抗を低減する方法及び装置気泡発生による摩擦抵抗を低減する方法及び装置気泡発生による摩擦抵抗を低減する方法及び装置気泡発生による摩擦抵抗を低減する方法及び装置

【要約】
【課題】

気泡発生により、船体をはじめとする没水体の摩擦抵抗を低減する方法及び
装置を実現する。

【解決手段】

（１）気泡発生手段により発生させた気泡を、没水体の外板表面に沿う境界
層中に注入することで、没水体の摩擦抵抗を低減させる。

（２）発生する気泡の直径が０．２ｍｍ～３．０ｍｍの範囲であることを特
徴とする、（１）に記載の抵抗を低減する方法。

（３）気泡発生において、孔径が０．５ｍｍ～２．０ｍｍであり、かつ、１
．０ｍｍ～５．０ｍｍピッチの範囲である配列多孔板を有することを特徴とす
る、（１）又は（２）に記載の抵抗低減装置。

（４）気泡吹き出し口を、没水体水面から喫水１０～５０％の位置に設置す
ることを特徴とする、（１）乃至（３）のいずれか一項に記載の抵抗低減装置
。

（５）吹き出し孔が下流側に３０～６０°傾いた配列多孔板を有することを

【００１４】
【発明の実施の形態】

以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１は本発明であ
る抵抗低減装置を具備した船舶を模式的に示した側面図である。
【００１５】

物体が水流中で運動する際、水の粘性により壁面が周囲の水を引き摺
ることで摩擦抵抗が生じるが、壁面近傍の境界層中に気泡を注入する
ことで壁近傍のボイド率が高まり、摩擦抵抗が低減される。気泡発生
装置２より形成された気泡が気泡吹き出し口３から吹き出される。こ
の気泡が５のように船体浸水部表面を沿って船体後方へと流れること
で、気泡が船体外板表面の境界層中に注入され、船体摩擦抵抗が低減
する。
【００１６】
以下、請求項で限定した理由を示す。
【００１７】

請求項２において、発生気泡の直径が３．０ｍｍ以上になると気泡同
士が結合して大きな泡となってしまい低減率が落ちるため、直径３．
０ｍｍ以下と限定した。直径の下限については限定しないが、通常形“発明の保護及び利用を図ることにより、

発明を奨励し、もって産業の発達に寄与する”
こと（第１条）を目的とする。

（５）吹き出し孔が下流側に３０～６０°傾いた配列多孔板を有することを
特徴とする、（１）乃至（４）のいずれか一項に記載の抵抗低減装置。

【特許請求の範囲】
【請求項１】

気泡発生手段により発生させた気泡を、没水体の外板表面に沿う境界層中に
注入することにより、没水体の摩擦抵抗を低減させることを特徴とする抵抗を
低減する方法。
【請求項２】

発生する気泡の直径が３．０ｍｍ以下の範囲であることを特徴とする、請求
項１に記載の抵抗を低減する方法。
【請求項３】

気泡発生において、孔径が０．５ｍｍ～２．０ｍｍであり、かつ、１．０ｍ
ｍ～５．０ｍｍピッチの範囲である配列多孔板を有することを特徴とする、請
求項１又は２に記載の抵抗低減装置。
【請求項４】

気泡吹き出し位置を、没水体水面から喫水１０～５０％の位置に設置するこ
とを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の抵抗低減装置。
【請求項５】

吹き出し孔が下流側に３０～６０°傾いた配列多孔板を有することを特徴と

０ｍｍ以下と限定した。直径の下限については限定しないが、通常形
成される気泡の径は大体０．２ｍｍ以上である。
【００１８】

請求項３において、孔径が小さいと汚染物質等が孔に付着し気泡が発
生し辛くなるため、孔径の下限を０．５ｍｍとした。孔径の上限に関
しては、請求項２で限定した気泡直径を超えない気泡を形成するため
、孔径を２．０ｍｍ以下に限定した。また、ピッチに関しては、間隔
が狭すぎると気泡同士が結合してしまうこと、粗すぎると気泡密度が
低下し摩擦低減効果が落ちることから、１．０ｍｍ～５．０ｍｍの範
囲に限定した。
【００１９】

請求項４において、速力１４ノット付近において気泡発生位置と吹き
出し量を変更して軸馬力の低減率を計測する実験を行った。図２は気
泡発生吹き出し口の設置位置概略図であり、表１に実験結果を示す。
実験に用いた船の計画満載喫水６．３ｍに対して、気泡吹き出し口の
位置上段は喫水線下約１ｍに、下段は約４ｍの位置に設置した。動力
源より最大出力で空気供給を行い、上段・下段両方から吹き出した場
合、上段のみの場合、下段のみの場合の３ケースについて軸馬力の低
減率を測定した。表より明らかなように、軸馬力低減率は上段のみの
ケースがもっとも低減率が高い。これは、深度が浅いほど気泡発生動

２、特許の必要条件
•産業上の利用可能性

医療行為、個人的利用に止まるものは除く。
•新規性

公知でない
公然実施されていない
刊行物に記載されてない

•進歩性

当業者が容易に発明できるものは進歩性に欠ける。
程度の問題。

３、特許の書き方

する、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の抵抗低減装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は船体をはじめとする没水体の摩擦抵抗低減に関するものである。

【０００２】
【従来の技術】

船舶の推進性能を低下させる主な要因としては、水面に波を作ることで生じ
る造波抵抗と水の粘性による摩擦抵抗とがあるが、従来は造波抵抗低減を目的
とした技術開発が数多くなされており、具体例として、特許公開平９－２６３
２９１号広報や特許公開平６－８５１８８号広報などを挙げることが出来る。
【０００３】

特許公開平９－２６３２９１号広報に開示された造波抵抗低減船は、船体船
首部の喫水線より下方位置にフィンを設け、航行速力に応じてフィンの姿勢を
変化させることで、造波抵抗を低減させる。
【０００４】

特許公開平６－８５１８８号広報に開示された造波抵抗低減船は、船尾後方

位置と空気量 軸馬力低減率(%)

上段・下段 -0.8

上段 3.0

下段 2.0

力を小さく、かつ、気泡が船底を含めて船体表面を広く覆うからであ
る。よって、気泡吹き出し口の設置位置下限を没水体水面から喫水１
０％以上に限定した。また、気泡がプロペラに流入してプロペラ効率
が落ちるのを防ぐために、吹き出し口設置位置の上限を５０％に限定
した。
【００２０】
【表１】

気泡発生による軸馬力低減率（負は馬力増加）

【００２１】

請求項５において、気泡吹き出し孔の模式図を図３に示す。図３は、
気泡吹き出し孔が下流側にθ傾いている。船走速度ｖ＝３ｍ/ｓにおい
て、θ＝３０°（RM）の場合と傾きがない場合つまりθ＝０°（BM）
の場合とで、気泡発生による抵抗増加量をくらべた。流路内平均ボイ

４、特許庁の役割

３、特許の書き方
特許請求の範囲の役割

1. 権利書としての役割
2. 審査などの対象となる発明を特定する

明細書の役割
1. 技術文献
2. 特許請求の範囲に記載された発明を説明する

発明がいかに有用で特許性があるかを説得

特許公開平６－８５１８８号広報に開示された造波抵抗低減船は、船尾後方
になだらかに反りあがった局面付加物を設けることにより、砕波を抑えて船尾
造波抵抗を減少させる。

【０００５】
【発明が解決しようとする課題】

タンカーのような比較的速度の遅い大型船では、造波抵抗よりも摩擦抵抗の
影響の方が大きく、全抵抗の約８割を占める。しかし、前記のように、従来の
船体抵抗低減技術は造波抵抗を低減するものが主であり、摩擦抵抗に関しては
、乱流という複雑な現象が影響するため、大きな成果が得られなかった。
【０００６】

この発明は前記の問題点を鑑みたものであり、気泡を没水体表面に沿う境界
層中に注入することで船体をはじめとする没水体の摩擦抵抗を低減する方法及
び装置を提供することを目的とする。

【０００７】
【課題を解決するための手段】

本発明の没水体の摩擦抵抗を低減する方法及び装置は、没水体浸水部表面に
沿って気泡を流すことを特徴とする。
【０００８】

の場合とで、気泡発生による抵抗増加量をくらべた。流路内平均ボイ
ド率αｍを横軸に、気泡有り全抵抗Cxと気泡無し全抵抗Cx0との比（抵
抗増加量）を縦軸にとって整理した結果を、図４に示す。ここで、

平均ボイド率 αｍ＝Qa/（Qa＋Qw）
ただし、Qa：流路内の空気体積流量

Qw：流路内の水体積流量
と定義した。

船走速度が速い場合、気泡吹き出しによる抵抗増加量は少ないが、
船走速度が遅い場合は、図４より明らかなように、吹き出し孔を３０°下
流側に傾けたRMの方が傾き無しのＢＭより抵抗増加量が少なかった。よ
って、気泡吹き出し孔の傾きによる低減効果を得るために、下限を３０°
に限定した。上限に関しては、吹き出し孔製造において加工が困難となる
ため、６０°以下に限定した。

【００２２】

試験装置及び実船を用いて、気泡発生による摩擦抵抗低減効果を調
べた。実船実験に用いた船舶の主要目を以下に示す。

【００２３】
船体主要寸法

４、特許庁の役割
・特許庁審査官

出願された発明が、特許権と
いう強力な排他的独占権とし
て登録されうるかを、実態審
査により判断。

・実態審査

関係技術の調査を行うなど、
出願内容をあらゆる観点から
精査し、特許権を付与するか
否かの判断を行う業務。

本発明の要旨は以下の通りである。
【０００９】

（１）気泡発生手段により発生させた気泡を、没水体の外板表面に沿う境界
層中に注入することで、没水体の摩擦抵抗を低減させることを特徴とする抵抗
を低減する方法。
【００１０】

（２）発生する気泡の直径が０．２ｍｍ～３．０ｍｍの範囲であることを特
徴とする、（１）に記載の抵抗を低減する方法。
【００１１】

（３）気泡発生において、直径が０．５ｍｍ～２．０ｍｍであり、かつ、
１．０ｍｍ～５．０ｍｍピッチの範囲である配列多孔板を有することを特徴と
する、（１）又は（２）に記載の抵抗低減装置。
【００１２】

（４）気泡吹き出し口を、没水体水面から喫水１０～５０％の位置に設置す
ることを特徴とする、（１）乃至（３）のいずれか一項に記載の抵抗低減装置
。
【００１３】

（５）吹き出し孔が下流側に３０～６０°傾いた配列多孔板を有することを
特徴とする、（１）乃至（４）のいずれか一項に記載の抵抗低減装置。

全長 １１６．０ｍ
長さ（垂線間長） １０５．０ｍ
巾 １７．９ｍ
深さ １０．８ｍ
計画満載喫水 ６．３ｍ
最大速力 ２１．０ノット（４５％載貨、連続最大出力）
航海速力 １９．５ノット（７５％載貨状態、常用出力）
主機関

連続最大出力 ７７２３ｋＷ
常用出力 ６９５０ｋＷ

プロペラ ４翼ハイスキューＣＰＰ、直径 ４７００ｍｍ
【００２４】

船速１４ノット、気泡吹き出し口を水面近く（喫水線下約１ｍ）に
設置した場合の実験において、約３％の全抵抗の低減が得られた。ここで
、気泡吹き出し口の静水圧のみを考慮して気泡発生動力を求めると、約１
％であるから、差し引いた正味の抵抗低減を求めると約２％の省エネとな
った。

【００２５】
【発明の効果】

以上のような構成からなる本発明によれば、気泡発生により船体を

５、特許事務所の役割
出願人に代わって弁理士が
•特許出願
先行技術調査
明細書作成

•中間処理
審査
拒絶査定不服審判

•特許権取得後

以上のような構成からなる本発明によれば、気泡発生により船体を
はじめとする没水体の摩擦抵抗を低減する方法及び装置が提供される。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の抵抗低減装置を具備した船舶を模式的に示した側
面図である。

【図２】気泡発生吹き出し口の設置位置概略図である。
【図３】気泡吹き出し孔の模式図である。
【図４】気泡発生による抵抗増加量を示す図である。
【符号の説明】
１ 船体
２ 気泡発生装置
３ 気泡吹き出し口
４ 推進器
５ 気泡
６ 動力源
１０１ 動力源
１０２ 気泡吹き出し口上段
１０３ 気泡吹き出し口下段
２０１ 気泡吹き出し孔

【図１】

【図２】 【図３】

特許取得までの流れ

•特許権取得後
無効審判
訂正審判
訴訟

•特許調査（侵害、出願）
•年金支払い管理

などを行う。

【図３】

【図４】


